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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　棒形状であり、把持部とセンサ部とを有する本体と、
　ガイド部材と、
を有し、
　前記センサ部は、主面に対象物を測定する測定部を有し、
　前記ガイド部材は、前記センサ部より大きい外形寸法を有し、前記主面と平行にガイド
面を有し、
　前記ガイド部材は、前記本体に対して着脱可能である、
　測定器。
【請求項２】
　棒形状であり、把持部とセンサ部とを有する本体と、
　ガイド部材と、
を有し、
　前記センサ部は、主面に対象物を測定する測定部を有し、
　前記ガイド部材は、前記センサ部より大きい外形寸法を有し、前記主面と平行にガイド
面を有し、
　前記測定部を被覆するカバー部材を有し、
　前記ガイド部材と前記カバー部材とは一体的である、
　測定器。



(2) JP 6863053 B2 2021.4.21

10

20

30

40

50

【請求項３】
　棒形状であり、把持部とセンサ部とを有する本体と、
　ガイド部材と、
を有し、
　前記センサ部は、主面に対象物を測定する測定部を有し、
　前記ガイド部材は、前記センサ部より大きい外形寸法を有し、前記主面と平行にガイド
面を有し、
　前記測定部を被覆するカバー部材を有し、
　前記本体の前記センサ部が設けられている側の端部から突出する突出部を有する、
　測定器。
【請求項４】
　棒形状であり、把持部とセンサ部とを有する本体と、
　ガイド部材と、
を有し、
　前記センサ部は、主面に対象物を測定する測定部を有し、
　前記ガイド部材は、前記センサ部より大きい外形寸法を有し、前記主面と平行にガイド
面を有し、
　前記測定部を被覆するカバー部材を有し、
　前記カバー部材は、一端に開口部を有する袋状であり、前記開口部と反対側の先端部か
ら前記開口部に向かって所定の距離に、両側部に互いに対向する側部に向かって延びる溶
着部を有する、
　測定器。
【請求項５】
　棒形状であり、把持部とセンサ部とを有する本体と、
　ガイド部材と、
を有し、
　前記センサ部は、主面に対象物を測定する測定部を有し、
　前記ガイド部材は、前記センサ部より大きい外形寸法を有し、前記主面と平行にガイド
面を有し、
　前記測定部を被覆するカバー部材を有し、
　前記カバー部材は、一端に開口部を有する袋状であり、前記開口部と反対側の先端部に
配設されたシート部材を有する、
　測定器。
【請求項６】
　前記ガイド部材は、前記センサ部の周縁に設けられている、請求項１～５のいずれか１
項に記載の測定器。
【請求項７】
　前記ガイド面の摩擦係数は、前記測定部を有する前記センサ部の主面の摩擦係数よりも
大きい、請求項１～６のいずれか１項に記載の測定器。
【請求項８】
　前記ガイド部材は、撥水材料からなる、請求項１～７のいずれか１項に記載の測定器。
【請求項９】
　前記突出部の表面は凹状又は凸状を有する、請求項３に記載の測定器。
【請求項１０】
　前記カバー部材は、四角形状の第１のシート材と、前記第１のシート材の端部に接続さ
れた第２のシート材とを有し、前記シート部材は、前記第２のシート材と一体的であり、
前記第２のシート材を折り曲げて形成されている、請求項５に記載の測定器。
【請求項１１】
　前記カバー部材は、四角形状の第１のシート材と、前記第１のシート材の端部に接続さ
れた第２のシート材とを有し、前記シート部材は前記第１のシート材と前記第２のシート
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材との間に配設された、請求項５に記載の測定器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、測定器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、測定者が手で保持して対象物を測定する測定器として例えば口腔内水分測定器が
ある（例えば、特許文献１参照）。この口腔内水分測定器は、静電容量式のセンサを有し
、そのセンサを測定部位に押し当て、対象物（口腔内）の水分量を測定する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】国際公開第２００４／０２８３５９号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、上述の測定器では、測定者によって測定結果（測定値）にばらつきが生じる
場合がある。このため、測定結果の安定化が求められる。
　本発明は上記問題点を解決するためになされたものであって、その目的は、測定結果の
ばらつきを抑制できる測定器を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記課題を解決する測定器は、棒形状であり、把持部とセンサ部とを有する本体と、ガ
イド部材と、を有し、前記センサ部は、主面に対象物を測定する測定部を有し、前記ガイ
ド部材は、前記センサ部より大きい外形寸法を有し、前記主面と平行にガイド面を有する
。
【０００６】
　この構成によれば、測定者が把持部を把持し、センサ部の測定面を測定対象に当接させ
る。ガイド部材は、センサ部の測定面と平行なガイド面を有している。このガイド面によ
って測定面が測定対象の表面に対して均等に当接するため、測定対象の表面と測定面との
傾き等に起因する測定結果のばらつきが抑制される。
【０００７】
　上記の測定器において、前記ガイド部材は、前記センサ部の周縁に設けられていること
が好ましい。
　この構成によれば、周縁に設けられたガイド部材により、センサ部の測定面が測定対象
の表面に対する均等な当接が容易である。
【０００８】
　上記の測定器において、前記ガイド面の摩擦係数は、前記測定部を有する前記センサ部
の主面の摩擦係数よりも大きいことが好ましい。
　この構成によれば、測定対象の表面に対するセンサ部の測定面の相対的なずれが抑制さ
れ、所望の位置の測定値が得られる。
【０００９】
　上記の測定器において、前記ガイド部材は、撥水材料からなることが好ましい。
　この構成によれば、例えば水分量を測定する測定器において、その水分がガイド部材の
外側に漏れ出にくく、安定した測定結果が得られる。
【００１０】
　上記の測定器において、前記ガイド部材は透明などの透視可能な部材であることが好ま
しい。
　この構成によれば、加圧した際の舌の乳頭部の観察が容易となり、口腔乾燥に加えて味
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覚障害の検査精度の向上が可能となる。
【００１１】
　上記の測定器において、前記ガイド部材は、前記本体に対して着脱可能であることが好
ましい。
　この構成によれば、ガイド部材を本体から取り外すことができる。
【００１２】
　上記の測定器において、前記測定部を被覆するカバー部材を有することが好ましい。
　この構成によれば、カバー部材によって測定部が測定対象に直接触れることなく、測定
結果を得ることができる。
【００１３】
　上記の測定器において、前記ガイド部材と前記カバー部材とは一体的であることが好ま
しい。
　この構成によれば、ガイド部材によってカバー部材をセンサ部に取り付けることで、セ
ンサ部の測定面においてカバー部材に皺の発生が抑制される。
【００１４】
　上記の測定器において、前記本体の前記センサ部が設けられている端部から突出する突
出部を有することが好ましい。
　この構成によれば、突出部によってカバー部材の移動が抑制され、カバー部材における
皺の発生が抑制される。
【００１５】
　上記の測定器において、前記突出部の表面は凹状又は凸状を有することが好ましい。
　この構成によれば、凹状又は凸状によってカバー部材の移動が抑制される。
　上記の測定器において、前記カバー部材は、一端に開口部を有する袋状であり、前記開
口部と反対側の先端部から開口部に向かって所定の距離に、両側部に互いに対向する側部
に向かって延びる溶着部を有することが好ましい。
【００１６】
　この構成によれば、溶着部によってカバー部材の先端までセンサ部が挿入され難く、カ
バー部材における皺の発生が抑制される。
　上記の測定器において、前記カバー部材は、一端に開口部を有する袋状であり、前記開
口部と反対側の先端部に配設されたシート部材を有することが好ましい。
【００１７】
　この構成によれば、配設されたシート部材によってカバー部材の先端までセンサ部が挿
入され難く、カバー部材における皺の発生が抑制される。
　上記の測定器において、前記カバー部材は、四角形状の第１のシート材と、前記第１の
シート材の端部に接続された第２のシート材とを有し、前記シート部材は、前記第２のシ
ート材と一体的であり、前記第２のシート材を折り曲げて形成されていることが好ましい
。
【００１８】
　この構成によれば、内設したシート部材を有するカバー部材を容易に形成することがで
きる。
　上記の測定器において、前記カバー部材は、四角形状の第１のシート材と、前記第１の
シート材の端部に接続された第２のシート材とを有し、前記シート部材は前記第１のシー
ト材と前記第２のシート材との間に配設されたことが好ましい。
【００１９】
　この構成によれば、内設したシート部材を有するカバー部材を容易に形成することがで
きる。
【発明の効果】
【００２０】
　本発明の測定器によれば、測定値のばらつきを抑制できる。
【図面の簡単な説明】
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【００２１】
【図１】（ａ）は測定器の側面図、（ｂ）はセンサ部及びガイド部を示す説明図、（ｃ）
はセンサ部とガイド部とカバー部材を示す部分拡大図。
【図２】（ａ）（ｂ）は測定器の動作説明図。
【図３】（ａ）（ｂ）はカバー部材及びガイド部材の取り付けを示す部分拡大図。
【図４】（ａ）（ｂ）は変形例のカバー部材及びガイド部材を示す説明図。
【図５】（ａ）（ｂ）突出部を有するセンサ部とカバー部材を示す説明図。
【図６】（ａ）（ｂ）は変形例のカバー部材を示す説明図。
【図７】（ａ）～（ｄ）は変形例のカバー部材を示す説明図。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　以下、一実施形態を説明する。
　なお、添付図面は、理解を容易にするために構成要素を拡大して示している場合がある
。構成要素の寸法比率は実際のものと、または別の図面中のものと異なる場合がある。ま
た、断面図では、理解を容易にするために、一部の構成要素のハッチングを省略している
場合がある。
【００２３】
　図１（ａ）に示すように、測定器１は、測定対象として例えば口腔内の水分量を測定す
る口腔内水分測定器である。この測定器１は、本体１０と、本体１０に取り付けられるガ
イド部材４０とカバー部材５０とを有している。
【００２４】
　本体１０は、本体１０の長手方向の一端部領域の把持部１１と、本体１０の長手方向の
他端部領域のセンサ部１２とを有している。本実施形態において、センサ部１２は、把持
部１１とは反対側であって、本体１０の先端に配設されている。センサ部１２は、連結部
１３を介して把持部１１と接続されている。
【００２５】
　センサ部１２には、センサ２０と、センサ２０を制御する制御回路（図示略）とが配設
されている。センサ２０は、平面状の測定面２０ａを有している。センサ２０は例えば静
電容量式のセンサである。このセンサ２０は、平板状である。図１（ｂ）に示すように、
センサ２０の測定面２０ａには一対の電極２１ａ，２１ｂが設けられている。一対の電極
２１ａ，２１ｂは例えば櫛歯状に形成されている。一対の電極２１ａ，２１ｂは、コンデ
ンサの電極として機能する。つまり、測定面２０ａと対向する測定対象及びその表面の液
体は、一対の電極２１ａ，２１ｂに対する誘電体として機能する。一対の電極２１ａ，２
１ｂの容量値は、測定対象及びその表面の水分量に応じた値となる。
【００２６】
　センサ部１２はセンサ２０の容量値に基づいて、測定対象の水分に応じた測定信号を出
力する。把持部１１に内設された制御回路は、センサ部１２から出力される測定信号に基
づいて、測定対象の水分量を表示部１１ａに表示する。
【００２７】
　センサ部１２は、例えばセンサ２０に接続された発振回路を有している。発振回路は、
センサ２０の容量値に応じた周期（周波数）の信号を出力する。この出力信号のパルス数
（所定時間におけるパルス数）により、センサ２０の容量値、つまり測定対象の水分量を
測定することができる。
【００２８】
　センサ部１２にはガイド部材４０が取着されている。図１（ｂ）に示すように、ガイド
部材４０は、矩形の枠状に形成されている。つまり、ガイド部材４０は、センサ部１２の
周縁に設けられている。ガイド部材４０は、センサ部１２より大きい外形寸法を有してい
る。図１（ａ）に示すように、ガイド部材４０は、センサ２０の測定面２０ａと略平行な
ガイド面４０ａを有している。センサ２０は、そのセンサ２０の測定面２０ａがガイド部
材４０のガイド面４０ａよりも突出するように支持されている。また、センサ２０は、そ
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のセンサ２０を測定対象に押圧することにより測定面２０ａと垂直な方向（図１（ａ）に
おいて上下方向）に沿って移動可能である。
【００２９】
　ガイド部材４０のガイド面４０ａは、所定の摩擦係数を有している。ガイド面４０ａの
摩擦係数として、例えば静的摩擦係数が０．０２以上、または動的摩擦係数が０．１以上
である。ガイド部材４０は、撥水性を有する材料よりなる。この材料としては、例えば、
ＰＴＦＥ（ポリテトラフルオロエチレン）やＰＦＡ（パーフルオロアルコキシアルカン）
等のフッ素樹脂を用いることができる。このようなガイド部材４０のガイド面４０ａは、
センサ２０の測定面２０ａよりも滑り難い。
【００３０】
　図１（ａ）に示すように、カバー部材５０は、袋状である。カバー部材５０は、例えば
、２枚の樹脂シートを溶着して袋状に形成されている。センサ部１２は、カバー部材５０
により覆われている。図１（ｃ）に示すように、本実施形態において、カバー部材５０は
、ガイド部材４０によりセンサ部１２に固定されている。また、カバー部材５０は、その
先端部５０ａがセンサ部１２から離間するように、ガイド部材４０によってセンサ部１２
に固定されている。図１（ｃ）に示すように、センサ部１２に含まれるセンサ２０の測定
面２０ａは、カバー部材５０により覆われている。
【００３１】
　カバー部材５０の材料としては、例えば疎水性を有する樹脂を用いることができる。樹
脂としては、例えば熱可塑性樹脂を用いることができる。このような樹脂材料としては、
例えば、ポリエチレン、ポリプロピレン、ナイロン、ポリ塩化ビニルを用いることができ
る。
【００３２】
　図２（ａ）及び図２（ｂ）は、センサ部１２の構成の一例を示す。センサ２０は平板状
であり、測定面２０ａとは反対側の面に支持棒２２が取着されている。その支持棒２２は
、支持部２４によって、センサ２０の主面（測定面２０ａ）に垂直な方向に沿って移動可
能に支持されている。センサ２０と支持部２４との間にはスプリング２３が配設され、そ
のスプリング２３によって、センサ２０がセンサ部１２から突出する方向（図２（ａ）に
おいて下方）に向かって付勢されている。
【００３３】
　支持基板２５にはスイッチ２６が取着されている。このスイッチ２６は、センサ２０の
支持棒２２によってオンオフされる。つまり、図２（ｂ）に示すように、センサ２０の測
定面２０ａを測定対象９０の表面に当接させ、更にセンサ部１２を測定対象９０に向かっ
て押圧する。測定対象９０は、例えば口腔内の舌、口腔内粘膜である。このセンサ部１２
の押圧によってセンサ２０の測定面２０ａに対して所定の荷重が加わると、センサ２０及
び支持棒２２がスプリング２３の付勢力に抗して移動する。この支持棒２２の移動によっ
て、スイッチ２６がオンする。センサ部１２における押圧力を弱めると、センサ２０及び
支持棒２２がスプリング２３の付勢力によって下方へと移動する。この支持棒２２の移動
によってスイッチ２６がオフする。
【００３４】
　支持基板２５には、発振回路、出力回路等が形成されている。例えば、発振回路は、ス
イッチ２６のオンに基づいて動作し、信号を生成する。出力回路は、発振回路の信号に基
づいて、センサ２０による測定結果（測定値）を出力する。
【００３５】
　次に、上記の測定器１の作用を説明する。
　この測定器１は、測定者が把持部１１を把持し、センサ部１２のセンサ２０の測定面２
０ａを、被測定者の口腔内の測定対象９０として例えば舌に当接させる。
【００３６】
　測定器１のセンサ部１２にはガイド部材４０が取着されている。ガイド部材４０は、セ
ンサ部１２のセンサ２０の測定面２０ａと略平行なガイド面４０ａを有している。従って
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、図２（ｂ）に示すように、センサ２０の測定面２０ａを測定対象９０に押し当てる、ガ
イド面４０ａが測定対象９０の表面９０ａに当接する。このとき、ガイド部材４０によっ
て測定対象９０の表面に対してセンサ部１２が傾き難く、センサ２０の測定面２０ａが均
等に測定対象９０の表面９０ａに当接する。このため、センサ２０の測定値におけるばら
つきが抑制され、測定対象９０の水分量を安定して測定できる。例えば、ガイド部材４０
を用いずに測定した場合、測定値の標準偏差は１．３４であった。これに対し、ガイド部
材４０を用いて測定した場合、標準偏差は０．６７であった。
【００３７】
　ガイド部材４０のガイド面４０ａは、所望の摩擦係数を有している。この摩擦係数によ
り、センサ部１２が測定対象９０の表面において移動し難い。このため、センサ２０を当
接した位置の水分量を測定することができる。
【００３８】
　ガイド部材４０は、撥水性を有する。このため、センサ部１２（センサ２０）を当接し
た測定対象９０の表面９０ａの水分がセンサ２０からガイド部材４０の外側に漏れ難い。
従って、センサ部１２における水分量が変化し難いため、高い測定精度が得られる。
【００３９】
　センサ部１２はカバー部材５０により覆われている。従って、センサ部１２（センサ２
０）が直接測定対象９０に接触しないので、センサ部１２を洗浄する等の手間を低減する
ことができる。また、カバー部材５０は、ガイド部材４０によってセンサ部１２に固定さ
れている。このため、カバー部材５０を容易に交換することができる。
【００４０】
　図３（ａ）に示すように、袋状のカバー部材５０に、センサ部１２を挿入する。そして
、センサ部１２の先端（図３（ａ）において左端）からカバー部材５０の先端が離間する
ようにセンサ部１２を配置する。そして、図３（ｂ）に示すように、センサ部１２に対し
てガイド部材４０を取着する。このガイド部材４０によって、カバー部材５０がセンサ部
１２に固定される。そして、カバー部材５０の先端をセンサ部１２から離間するようにセ
ンサ部１２を配置することで、センサ部１２に含まれるセンサ２０の測定面２０ａにおい
て、カバー部材５０に皺が発生し難い。
【００４１】
　例えば、カバー部材５０の先端までセンサ部１２が挿入される場合がある。カバー部材
５０は、例えば、２枚の樹脂シートを溶着して袋状に形成されている。この場合、そのセ
ンサ部１２の挿入によってカバー部材５０が絞られて、センサ２０の測定面２０ａにおい
て皺が発生する場合がある。このような皺は、センサ２０の測定面２０ａを測定対象の表
面に対して均等に当接させることを妨げる。
【００４２】
　これに対し、本実施形態では、カバー部材５０がガイド部材４０によりセンサ部１２に
固定される。このため、カバー部材５０が移動せず、また、センサ部１２がカバー部材５
０の先端まで挿入されないため、皺の発生が抑制される。このため、センサ２０の測定面
２０ａを測定対象９０の表面に均等に当接させることができ、安定して測定できる。
【００４３】
　また、カバー部材５０の先端までセンサ部１２が挿入されると、カバー部材５０によっ
てセンサ２０に無理な力が加わる場合がある。この場合、センサ２０が移動し難くなって
図２（ａ）に示すスイッチ２６がオンしなくなったり、センサ２０がカバー部材５０によ
って押圧されてスイッチ２６がオンしてしまったりする。
【００４４】
　これに対し、本実施形態では、カバー部材５０がガイド部材４０によりセンサ部１２に
固定される。このため、センサ２０に対して無理な力が加わらないので、測定対象９０に
対応する押圧によってセンサ２０を移動させることができ、測定対象９０の水分量を測定
することができる。
【００４５】
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　以上記述したように、本実施形態によれば、以下の効果を奏する。
　（１）測定器１は、棒形状であり、把持部１１とセンサ部１２とを有する本体と、ガイ
ド部材４０と、を有し、センサ部１２は、主面に対象物を測定する電極２１ａ，２１ｂを
有し、ガイド部材４０は、主面と平行にガイド面４０ａを有する。測定者が把持部１１を
把持し、センサ部１２の測定面２０ａを測定対象に当接させる。ガイド部材４０は、セン
サ部１２の測定面２０ａと平行なガイド面４０ａを有している。このガイド面４０ａによ
って測定面２０ａが測定対象の表面に対して均等に当接するため、測定対象の表面と測定
面２０ａとの傾き等に起因する測定結果のばらつきを抑制できる。
【００４６】
　（２）測定器１において、ガイド部材４０は、センサ部１２の周縁に設けられている。
このガイド部材４０により、容易にガイド部材４０の内側のセンサ部１２の測定面２０ａ
を測定対象の表面に対して均等に当接できる。
【００４７】
　（３）測定器１において、ガイド面４０ａの摩擦係数は、電極２１ａ，２１ｂを有する
センサ部１２の主面の摩擦係数よりも大きい。このため、測定対象の表面に対するセンサ
部１２の測定面２０ａの相対的なずれが抑制され、所望の位置の測定値が得られる。
【００４８】
　（４）測定器１において、ガイド部材４０は、撥水材料からなる。例えば水分量を測定
する測定器１において、その水分がセンサ２０からガイド部材４０の外側に漏れ出にくく
、安定した測定結果が得られる。
【００４９】
　（５）測定器１において、電極２１ａ，２１ｂを被覆するカバー部材５０を有すること
が好ましい。カバー部材５０によって電極２１ａ，２１ｂが測定対象に直接触れることな
く、測定結果が得られる。そのため、衛生面に優れる。また、測定後の電極２１ａ，２１
ｂの洗浄を行う必要がなくなる。
【００５０】
　（６）カバー部材５０は、ガイド部材４０によりセンサ部１２に固定される。このため
、センサ部１２のセンサ２０の測定面２０ａにおいてカバー部材５０に皺が発生し難く、
安定した測定結果が得られる。また、カバー部材５０を容易に交換できる。
【００５１】
　尚、上記実施形態は、以下の態様で実施してもよい。
　・上記実施形態では、ガイド部材４０をセンサ部１２に取着する、つまりセンサ部１２
対してガイド部材４０を着脱可能としたが、ガイド部材４０をセンサ部１２と一体として
もよい。
【００５２】
　・上記実施形態に対して、カバー部材５０をガイド部材４０と一体としてもよい。この
場合、図４（ａ）に示すように、袋状のカバー部材５０の内面にガイド部材４０を取着す
るようにしてもよい。センサ部１２全体はもちろん、ガイド部材４０も併せてカバーする
構成は、ガイド部材４０を再利用することができるため、コストの増加を最低限に抑えて
、衛生面を担保することが可能となる。
【００５３】
　また、図４（ｂ）に示すように、袋状のカバー部材５０の外面にガイド部材４０を取着
するようにしてもよい。これらの場合、カバー部材５０とガイド部材４０とをセンサ部１
２に対して容易に取着することができる。また、カバー部材５０とガイド部材４０とが一
体的であるため、センサ２０の測定面２０ａにおいてカバー部材５０のずれや皺の発生を
抑制することができる。
【００５４】
　・上記実施形態に対し、センサ部１２やカバー部材５０を適宜変更してもよい。
　例えば、図５（ａ）に示すように、把持部１１（図１（ａ）参照）と反対側の端部（図
５（ａ）において左端）、つまりセンサ部１２が設けられている側の端部から突出する突
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出部１０１を有している。この突出部１０１は、センサ２０の測定面２０ａにおけるカバ
ー部材５０の皺を抑制する。例えば、カバー部材５０は、２枚の樹脂シートを溶着して形
成される。このカバー部材５０に対して、突出部１０１を平板状とすることによりセンサ
部１２によってカバー部材５０が絞られるのを抑制する。これにより、カバー部材５０は
、センサ２０の測定面２０ａにおいて幅方向（図５（ａ）において図面と垂直な方向）や
口腔に対する挿抜方向（図５（ａ）において左右方向）の移動が抑制され、皺の発生が抑
制される。
【００５５】
　図５（ｂ）に示すように、突出部１０２を例えば球状としてもよい。丸みの有る突出部
１０２とすることにより、カバー部材５０の破れを抑制することができる。なお、丸みの
ある形状として、例えば、先端が湾曲した形状等のように、先鋭していない形状とするこ
とが好ましい。また、図５（ａ）に示す突出部１０１や図５（ｂ）に示す突出部１０２の
表面が凹状又は凸状を有することが好ましく、それらによってカバー部材５０の移動が抑
制され、センサ２０の測定面２０ａにおいて皺の発生が抑制される。
【００５６】
　図６（ａ）に示すように、カバー部材１１０は、２枚の樹脂シート１１１ａ，１１１ｂ
を溶着して形成されている。また、このカバー部材１１０は、先端１１０ａ（図において
上端）から所定位置に、端部１１０ｂ，１１０ｃから互いに対向する端部１１０ｃ，１１
０ｂに向かって延びる溶着部１１２ａ，１１２ｂを有している。図６（ｂ）に示すように
、溶着部１１２ａ，１１２ｂによってセンサ部１２がカバー部材１１０の先端１１０ａま
で挿入することが抑制される。これにより、カバー部材１１０の先端１１０ａがセンサ部
１２から離間してクリアランスが確保され、皺の発生が抑制される。
【００５７】
　図７（ａ）及び図７（ｂ）に示すように、このカバー部材１２０は、２枚の樹脂シート
１２１ａ，１２１ｂの間に、第３の樹脂シート１２１ｃが配設されている。第３の樹脂シ
ート１２１ｃは、カバー部材１２０の先端１２０ａ（図において左端）に配設されている
。この第３の樹脂シート１２１ｃによってセンサ部１２をカバー部材１２０の先端１２０
ａまで挿入することが抑制される。これにより、カバー部材１２０の先端１２０ａがセン
サ部１２から離間してクリアランスが確保され、皺の発生が抑制される。
【００５８】
　なお、第３の樹脂シート１２１ｃは、図７（ｃ）に示すように、２枚の樹脂シート１２
１ａ，１２１ｂとは別にこれらの樹脂シート１２１ａ，１２１ｂの間に配設し、溶着して
もよい。また、図７（ｄ）に示すように、一方の樹脂シート１２３を折り曲げた部分１２
３ａを上述の第３の樹脂シート１２１ｃとしてもよい。これらにより、カバー部材１２０
が容易に得られる。
【００５９】
　・上記各形態において、ガイド部材４０を透明などの透視可能な部材としてもよい。こ
の場合、加圧した際の舌の乳頭部の観察が容易となり、口腔乾燥に加えて味覚障害の検査
精度の向上が可能となる。
【００６０】
　・上記実施形態は、口腔内において水分量を測定する測定器１について説明したが、口
腔外において水分量を測定するようにしてもよい。
　・上記実施形態は、水分量を測定する測定器としたが、その他を測定する測定器として
もよい。例えば、ｐＨ測定器や口腔細菌測定器等の測定器としてもよい。また、血流や血
中酸素を測定する測定器としてもよい。また、複数種類の測定値を測定する測定器として
もよい。その際、上記実施形態の静電容量式のセンサを測定対象に対応するセンサとする
ことは言うまでもない。
【符号の説明】
【００６１】
　１…測定器、１０…本体、１１…把持部、１２…センサ部、２０…センサ、２０ａ…測
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、５０…カバー部材。
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